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収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

2021.8

18日（水）

23日（月）

25日（水）

24日（火）

16日（月）

18日（水）

17日（火）

10日（火）

12日（木）

11日（水）

2日（月）

4日（水）

3日（火）

頓　原

25日（水）赤　来

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（木）　 18日（水）

21日（土）　 24日（火）

　7日（土）　 10日（火）

●4,688人（前月比0人）  ●男性2,202人  ●女性2,486人  ●世帯数2,052戸　R3.7.1 現在

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

PTA親子活動
（頓原中3年）

成人式
（来島交流センター）
しまね家庭の日

こども工作教室
「カードケース作り」
 （中央図書館）
11：00～12：00
※先着10人

こども工作教室
「カードケース作り」
 （頓原図書館）
11：00～12：00
※先着10人

はぴこ無料結婚
相談会
（役場本庁舎）18：00～
※予約制

PTA奉仕作業
（志々小、赤名小、来島小）

飯南高校鵬雲祭
〈～28日〉
到達度テスト
（頓原中1年）

出校日・
到達度テスト
〈～24日〉（頓原中3年）

小学校始業式

頓原中吹奏楽部
サマーコンサート
（みせん）
赤来中吹奏楽部
サマーコンサート
（来島交流センター）

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
（食講座【大人】）
10：00～13：00

乳児健診
（保健福祉センター）

少年の主張郡大会
（頓原中）
町県民税納期限
国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

来島地区一斉ラジオ体操
（来島交流センター）
壁掛けor机置きしめ飾り
体験会（中央図書館）
13：30～15：30※材料実費
PTA親子活動
（頓原中1年）

とんばら一斉ラジオ体操
（交流センターとんばら）

山の日 振替休日

固定資産税納期限
国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

中学校始業式
ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30
こころの健康相談日
（保健福祉センター）
※完全予約制

ローカルジャーナリスト養成講座
（役場本庁舎）13：00～16：00
0歳からの音楽コンサート
（来島交流センター）
13：00～15：00
秋季軟野連雲南・
飯南予選大会
〈～22日〉（頓原球場）



6/20
日

23

　
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で「
ハッ
ピ
ー
フ
ラ

ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、生
花
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、

お
花
の
ク
ッ
キ
ー
や
髪
飾
り
の
お
店
が
出

店
。親
子
連
れ
な
ど
約
２
５
０
人
が
来
場

し
、ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
リ
ー
ス
を
作
っ
た

り
、花
柄
の
く
る
み
ぼ
た
ん
や
缶
バッ
ジ
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
ぼ
た
ん
ま
つ
り
や

ポ
ピ
ー
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
今
だ
か
ら

こ
そ
、お
花
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、地

域
を
明
る
く
し
た
い
」と
の
想
い
で
、「
み

ん
な
の
来
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
企
画
。そ

れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
表
情
を
魅
せ
る
お
花
た

ち
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
お
花
が
主
役

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
志
津
見
ダ
ム
を
探
検
す
る「
ダ
ム
湖
探

検
隊
in
志
津
見
」が
開
催
さ
れ
、志
々
地

区
の
親
子
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
ダ
ム
湖
の
監
査
廊（
管
理
用
通
路
）で

は
、地
下
迷
路
の
よ
う
に
伸
び
る
通
路
に

驚
い
た
り
、冷
た
い
空
気
を
浴
び
た
り
し

な
が
ら
、ダ
ム
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。外

に
出
て
、水
が
噴
き
出
す
堤
防
を
間
近
で

見
た
子
ど
も
た
ち
は
、大
き
な
声
を
上
げ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
志
々
未
来
会
議
が
主

催
。夏
休
み
期
間
中
に
、「
ダ
ム
湖
の
水
面

を
走
る
巡
視
艇
の
体
験
会
」も
企
画
す
る

予
定
で
す
。

ま
る
で
迷
路

ダ
ム
湖
探
検
隊
in
志
津
見

ドライフラワーアートづくりの真っ最中。
カナヅチをたたく音が会場に響く

来場者で賑わう会場。外ではコーヒーやクレープも販売 サボテンなどの多肉植物に興味津々

6/13
日

6/11
金

　
頓
原
公
民
館
主
催
の「
料
理
教
室
」が

交
流
セ
ン
タ
ー
と
ん
ば
ら
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
集
ま
っ
た
の
は
地
域
の
若
者
11
人
。栄

養
士
の
石
橋
佐
知
子
さ
ん
の
指
導
で
、災

害
時
に
も
役
立
つ「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

※
」に
挑
戦
し
、計
10
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
は
、頓
原
公
民
館
が
実
施
し

た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、要
望
の
多
か
っ
た

企
画
の一つ
。次
回
も
地
域
の
若
者
を
対
象

に
、秋
頃
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
材
料
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
、鍋
で
沸
か

し
た
お
湯
に
入
れ
る
だ
け
の
調
理
方
法

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦

頓
原
公
民
館
料
理
教
室

限られた水で調理でき、
衛生的なので災害時にも重宝

　
使
わ
な
く
な
っ
た
衣
服
や
日
用
品
な
ど

を
譲
り
渡
す「
お
ゆ
ず
り
会
」が
、来
島
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、町
内
か
ら
集
ま
っ
た
子
ど

も
服
や
絵
本
、ぬ
い
ぐ
る
み
、お
む
つ（
未

使
用
）な
ど
が
並
び
、訪
れ
た
人
は
気
に

入
っ
た
も
の
を
持
ち
帰
って
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
澤
田
美
咲
さ
ん

（
真
木
）は「
子
ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ
は
、綺

麗
な
ま
ま
使
わ
な
く
な
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。眠
っ
て
い
る
服
や
捨
て
て
し
ま
う

お
も
ち
ゃ
を
、地
域
の
中
で
循
環
で
き
た

ら
と
企
画
し
ま
し
た
。来
て
い
た
だ
い
た

方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

捨
て
ず
に
再
利
用

お
ゆ
ず
り
会

お気に入りを探す来場者。
来場者同士の交流も広がっていました

6/20
日

　「
永
井
隆
博
士
の
生
き
方
と
生
涯
に
つ

い
て
」と
題
し
た
平
和
講
座
が
、来
島
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
井
隆
記
念
館（
雲
南
市
）館
長
の
藤

原
重
信
さ
ん
が
講
師
の
講
座
に
は
、15
人

が
参
加
。永
井
隆
博
士
の
生
い
立
ち
や
医

師
と
し
て
の
活
躍
、被
曝
し
て
か
ら
の
生

き
方
を
ま
と
め
た
D
V
D
を
鑑
賞
し
た

後
、藤
原
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
永
井
隆
博
士
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
く
な
り
、た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
く
な
り
ま
し
た
。リ

ニュ
ー
ア
ル
し
た
永
井
隆
記
念
館
に
も
行
っ

て
み
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
を
願
う
心
を
継
承

中
央
図
書
館
平
和
講
座

永井隆博士の著書は中央図書館で借りられます

７/４
日

　
藤
原
昭
男
さ
ん（
志
津
見
）が
、防
犯

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。長
年

に
わ
た
り
、志
々
地
区
全
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

（
街
灯
点
検
含
む
）や
、志
々
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
の
見
守
り
な
ど
で
、安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
点
が

評
価
。

　
藤
原
さ
ん
は「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

続
け
て
き
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。ず
い
ぶ
ん

歳
を
と
っ
た
け
ど
、元
気
な
う
ち
は
続
け

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

防
犯
功
労
者
表
彰

藤
原
昭
男
さ
ん
が
受
賞

７/６
火

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と「
青
少

年
非
行
・被
害
防
止
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
が
役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
伝
達
式
で
は
、雲
南
地
区
保
護
司
会
代

表
の
安
部
治
之
さ
ん（
野
萱
）と
武
上
武

志
雲
南
警
察
署
署
長
が「
犯
罪
・非
行
の

防
止
」や「
罪
を
犯
し
た
方
の
更
生
」、「
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
」へ
の

理
解
と
協
力
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、塚
原
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
全
て

の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
へ
の
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
青
少
年
非
行
・
被
害
防
止
」

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

大満足の皆さん（撮影時のみマスクを外しています）

7/1
木
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
家
計
が
急
変
し
た
と
認
め
ら
れ
る
子
育

て
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。次
の

子
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
人
は
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
被
養
育
者

・18
歳
未
満
の
子

・20
歳
未
満
の
障
が
い
児

●
申
請
期
限
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

●
提
出
書
類
　
申
請
書（
役
場
本
庁
舎
と

各
支
所
に
設
置
）、収
入
額
が
確
認
で
き
る

書
類（
申
請
者
と
配
偶
者
の
令
和
３
年
１

月
以
降
の
任
意
の
１
カ
月
の
収
入
で
判

定
）

●
支
給
額
　 

５
万
円（
児
童
一
人
当
た
り
）

※
次
の
世
帯
に
は
郵
送
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

・児
童
手
当
受
給
者
等（
低
所
得
の
世
帯
）

・住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯（
18
歳

未
満
の
子
の
養
育
者
に
限
る
）

■
問
合
せ

住
民
課
　
電
話
７
６・２
２
１
３

型
コ
ロ
ナ
で
家
計
が

急
変
し
た
子
育
て

世
帯
の
皆
さ
ん
へ

新
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介

地

民健康保険料率が決定国

　
純
米
吟
醸
琴
引
山
実
行
員
会（（
株
）赤

名
酒
造
と（
農
）大
安
伸
で
構
成
）か
ら
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液（
１
８
０
ℓ
）の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た（「
純
米
吟
醸
琴
引
山
」の
売

上
の一部
）。

　（
株
）赤
名
酒
造
の
三
島
崇
暁
社
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し

な
い
状
況
か
ら
、今
年
度
は
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
で
町
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
寄
贈
し
ま

し
た
」と
話
し
、（
農
）大
安
伸
の
神
田
博
延

代
表
は「
多
く
の
方
に
お
酒
を
ご
購
入
い
た

だ
く
こ
と
で
、地
元
の
お
米
の
消
費
や
琴
引

山
の
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
が

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ル
コ
ー
ル

消
毒
液
の
寄
贈

ア

6/23
水

　
令
和
２
年
度
の
応
援
寄
附
金
は
、過
去

最
高
額
の
２
億
４
９
７
４
万
円
余
り
と
な

り
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
に
寄
附
金
を
活
用
し
て
実

施
し
た
事
業
】

■
小
中
学
校
の
I
C
T
整
備

■
飯
南
高
校
魅
力
化
の
推
進

■
飯
南
町
中
央
図
書
館
の
蔵
書
購
入

■
登
山
道
の
看
板
整
備
、セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

　
の
整
備

■
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

■
大
し
め
縄
の
町
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

■
農
業
の
担
い
手
育
成（
農
林
業
定
住
研

　
修
制
度
）

　
今
年
度
も
、寄
附
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

想
い
を
大
切
に
、飯
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
電
話
７
６・２
８
６
４

る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
実
績
を

報
告
し
ま
す

ふ

登山道に設置した看板

中学校でのICT授業

　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」の
活
動
を
紹
介
。今
月
は
、飯
南
町
学

習
支
援
館
の
瀧
尻
恵
二
さ
ん
の
活
動
報

告
で
す
。

　
こ
の
度
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任

し
た
瀧
尻
恵
二
で
す
。普
段
は
飯
南
町
学

習
支
援
館
で
中
高
生
の
学
習
を
支
援
し

て
い
ま
す
。以
前
は
塾
の
講
師
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
私
が
教
育
関
係
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る

理
由
は
、勉
強
を
通
し
て
、生
徒
た
ち
に
学

ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で

す
。ま
た
、他
の
誰
か
に
応
援
さ
れ
る
経
験

を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
も

あ
り
ま
す
。私
自
身
も
、小
学
校
か
ら
大

学
ま
で
、か
け
が
え
の
な
い
恩
師
に
支
え
ら

れ
ま
し
た
。生
徒
を
尊
重
し
、認
め
て
く

れ
、後
押
し
し
て
く
れ
た
恩
師
た
ち
。そ
の

よ
う
な
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い
、私
も

教
育
者
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
の
状
況
や
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、生
徒
た
ち
に
は
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
生
き
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
の
自
己
実
現

に
向
け
て
、背
中
を
押
し
続
け
て
い
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま

私が大切にしている言葉 生徒に分かりやすいように教えています

令和２年度事業別寄附状況

事業名（使いみち）

合　　　計

産業・観光振興

定住の推進

島根県立飯南高等学校の特色ある教育を支援

将来を担う人材の育成

高齢者等にやさしい福祉

安心な地域医療の対策

環境を守る森づくり

事業指定なし

所　得　割

被保険者均等割

世帯平等割

※所得割／被保険者全員の前年（令和２年中）の総所得を基準に計算
※被保険者均等割／被保険者一人一人が均等に負担
※世帯平等割／被保険者の世帯ごとに負担

　令和３年度から対象者の所得要件が変わります。※７割軽減の対象者の上乗せ軽減（7.75割軽減）は、
令和２年度分で終了

前年所得が、43万円（＋※１）以下

前年所得が、43万円+28.5万円×被保険者数（＋※１）以下

前年所得が、43万円＋52万円×被保険者数（＋※１）以下

7割軽減

５割軽減

２割軽減

基礎控除額（43万円）（＋※２）を超えない世帯

減額される世帯

均等割の軽減割合 軽減後の均等割額

減額される額

（被保険者均等割・世帯平等割）
医療分 後期高齢者支援金分 介護納付分

令和３年度国民健康保険料率

38,200,000

9,655,000

18,870,000

64,065,000

12,460,000

17,700,000

24,195,000

64,602,000

6,552

寄附金額 寄附件数

249,747,000

　
７
月
１
日
付
け
で
、飯
南
町
さ
つ
ま
い
も
生
産
者
協
議

会
を
担
当
す
る
藤
谷
さ
ゆ
り
で
す
。

　
飯
南
町
の
質
の
良
い
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
を
サ
ポ
ー
ト

し
、し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

保険料率の変更はありません。

期高齢者医療保険料率が決定後
保険料率の変更はありません。

令和３年度後期高齢者医療保険料率（県内均一）

7.62％

25,100円

17,200円

2.81％

9,600円

6,600円

2.55％

11,000円

5,300円

7／10

5／10

2／10

15,192円

25,320円

40,512円

保険料の軽減措置対象を見直し

保険料の軽減措置対象を見直し

○保険料の算定・納付（※国保・後期高齢共通）

【※１ 給与所得者等の場合】給与所得者の数が２人目以降、１人当たり10万円が追加
給与所得者等：○給与収入金額が55万円を超える人
　　　　　　  ○公的年金等に係る所得を有する人（65歳未満：公的年金収入金額が60万円を
　　　　　　　　超える人、65歳以上：公的年金収入金額が125万円を超える人）

【※２世帯主及び世帯の被保険者全員の年金・給与所得者数が２人以上の場合】
年金・給与所得者数が２人目以降、１人当たり10万円が追加

均等割

所得割

５０，６４０円

９．５５％

※均等割／被保険者一人一人が均等に負担
　（所得が低い世帯は、所得水準に応じて保険料の均等割額を軽減）
※所得割／被保険者の前年（令和２年中）の総所得を基準に計算

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

基礎控除額（43万円）（＋※２）＋28.5万円×

（被保険者数）を超えない世帯

基礎控除額（43万円）（＋※２）＋52万円×

（被保険者数）を超えない世帯

■問合せ　保健福祉課　電話７２-１７７０
　４月から６月の間は、仮算定により保険料を賦課しています。７月からは、確定した年間保険料額から、６月までに納付した保険料
額を差し引いた残りの額を、来年３月までの９カ月に分けて納めます。（年金からの天引きにより保険料を納めている人も同様）

今後は「純米吟醸琴引山」の売上の
一部を、琴引山の環境保全のために
寄付される予定です
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【財政力】
財政力指数
［0.14］

類似団体内順位 95/96
全 国 平 均 0.51
島根県平均 0.25

【財政構造の弾力性】
経常収支比率
[95.2%]

類似団体内順位 87/96
全 国 平 均 93.6
島根県平均 91.3

　人口の減少や少子高齢化（高齢化率R2.4.1時点：45.3%）
などに加え、産業基盤も弱いため、類似団体平均を下回る状
況が続いています。行財政改革による支出の節減、総合振興
計画に沿った施策の重点化、税収をはじめとする自主財源の
確保を進めることで、財政基盤の強化を図ります。※自主財
源・・・地方公共団体が自ら徴収するお金（税金や使用料など）

【財政力指数】財政基盤の強さを表す指標。財政力指数が高いほど、
資金を自力で調達できていることになる。

【将来負担比率】将来負担すべき負債の標準財政規模（※4）に対する
割合を表す指標。家計に例えると、生活費や結婚、出産、子育て、学
費、老後、家のローンなどの将来負担しなければならない費用から、
貯金など将来負担する費用に充てられるお金を引いた金額が、年収
に対してどれくらいあるかを表す。（100％なら、収入1年間分の将来
負担があるということ）
※4　標準財政規模：税金や普通交付税など毎年収入されるお金の

総額

【ラスパイレス指数】地方公務員の給与水準を表す指標。国家公務員
行政職（一）の俸給を100とした場合の、地方公務員一般行政職の給
与水準。

【人口１人当たり人件費・物件費決算額】人件費・物件費（※3）・維持
修繕費の町民一人当たりの負担額（人件費には退職金を含まない）
※3　物件費：賃金、旅費、消耗品費、燃料費、光熱水費、通信運搬費、

手数料、備品購入費、委託料、使用料・賃借料など

【経常収支比率】財政構造の弾力性を判断する指標。比率が100％に
近いほど財政にゆとりがないことになる。人件費、扶助費、公債費（※
1）のように毎年度決まって支払われる経費に、経常一般財源（※2）
がどれだけ使われているかを表す。
※1　公債費：町債（借金）の返済費用（元金・利息）
※2　経常一般財源：税、普通交付税などの、使い道が限定されない

毎年度経常的に収入があるお金

【人件費・物件費等の状況】
人口1人当たり人件費・
物件費等決算額
［389,518円］

類似団体内順位 78/96
全 国 平 均 135,880
島根県平均 170,348

【将来負担の状況】
将来負担比率
［54.9%］

類似団体内順位 82/96
全 国 平 均 27.4
島根県平均 107.4

【給与水準（国との比較）】
ラスパイレス指数
［98.8］

類似団体内順位 88/96
全 国 平 均 98.9
全国町村平均 96.4

【実質公債費比率】公債費による財政負担の度合いを判断する指標。
家計に例えると、年収に占める借金の年間返済額の割合（10％なら、
年収の10％を借金の返済に充てているということ）。この指標が25％
以上になると、一部の町債（借金）の借入れが制限される。

【定員管理の状況】
人口1,000人当たり職員数
［19.17人］

類似団体内順位 70/96
全 国 平 均 8.03
島根県平均 9.59

【公債費負担の状況】
実質公債費比率
［11.3%］

類似団体内順位 77/96
全 国 平 均 5.8
島根県平均 12.7

ま
ち
の「
財
政
」の
健
康
状
態

　令
和
元
年
度
決
算
の
数
値
を
基
に
、町

の
財
政
の
健
全
度
を
表
す「
実
質
公
債
費

比
率
」な
ど
の
代
表
的
な
7
つ
の
指
標
を

算
定
し
ま
し
た
。人
口
や
産
業
構
造
等
が

飯
南
町
に
似
て
い
る
全
国
の
市
町
村（
96

団
体
）と
比
較
し
な
が
ら
、飯
南
町
の
財

政
の
健
全
度
を
分
析
し
ま
す
。（
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
と
人
口
千
人
あ
た
り
の
職
員
数
は
平
成
31

年
4
月
の
数
値
）

全
国
に
み
る南

町
の
財
政
順
位

飯

類似団体内の
最大値と最小値

当該団体値
類似団体内平均値

0.00

0.30

0.60

0.90

1.20

1.50

0.12

1.14

0.280.270.270.260.25

R1H30H29H28H27

0.14
0.140.140.130.13

財政力指数の分析欄

　前年度と比較して6.6ポイント上昇しました。町債残高の増
加（+6億2千万円）と基金残高の減少（△4千8百万円）が主な
要因です。
　令和元年度の町債発行額は、光ケーブル整備（頓原地域）
や来島拠点複合施設建築（前払金分）、小中学校エアコン整
備などの大規模事業の影響で前年度から4億円増加しまし
た。令和2年度以降も来島拠点複合施設建築（完成払分）、ご
み処理施設大規模改修（雲南エネルギーセンター、いいしク
リーンセンター）、県営住宅購入（県からの譲渡）などの大規模
事業が続くことから町債残高はさらに増加する見込みです。

将来負担比率の分析欄

　町合併をしたことで、類似団体平均と比較して人口千人当
たりの職員数が多くなっています。類似団体平均との差はほ
ぼ横ばいですが、今後も定員管理計画に基づく職員数管理と
内部組織の見直しを行うとともに、事業実施にあたっての事務
管理の効率化を図り、住民サービスの向上を目指します。

人口1,000人当たり職員数の分析欄

　実質公債費比率（3カ年平均値）は、前年度と比較して0.5ポ
イント上昇し11.3％となりました。平成29年度には3カ年平均
で9.2%まで減少し類似団体平均に近づきましたが、町債残高
の増加を受けて、平成30年度決算から上昇に転じています。
　光ケーブルや来島拠点複合施設整備などの大規模事業の
町債の返済が始まる時期と、令和2年国勢調査の結果（人口）
が普通交付税の計算に反映される時期がほぼ同時期となる
ことから、町債の繰上償還の費用を確保することが、今後さら
に難しくなります。町債の新規発行を抑制するなどして、
18.0%以下を維持していきます。

実質公債費比率の分析欄

　職員の給与については、人事院勧告、県人事委員会勧告に
基づいて毎年見直しを行っています。今後も地域の民間給与
の状況を踏まえ、給与の適正化に努めます。

ラスパイレス指数の分析欄

　類似団体平均を上回る状況が続いています。
　本町の人口千人当たりの職員数は19.17人で、類似団体平
均16.08人に対し3.09人多い状況です。そのため、類似団体
に比べ人件費に要する経費が大きくなっています。引き続き
定員管理計画に基づく職員数の管理に努めます。
　物件費は、観光交流施設の指定管理料や電算処理の外部
委託費用などに多額の経費を必要としていることが影響して
いると考えられます。また公共施設の老朽化に伴う維持補修
費用の負担も大きくなってきています。

人口1人当たり人件費・物件費等決算額の分析欄

　前年度と比較して0.5ポイント上昇しました。経常的収入は
前年度比+2千2百万円（普通交付税+5千4百万円、臨財債△
4千万円など）となったものの、経常的支出がこの増加を上回
る+4千3百万円となったためです（人件費+9百万円、物件費
+8百万円、扶助費+1千1百万円、補助費等+3億6千6百万円、
公債費△7千3百万円、繰出金△2億8千5百万円など）。類似
団体と比較すると7.1ポイント高く、公債費や補助費に対する
同比率が、類似団体と比較して特に高くなっています。
　本比率は年々上昇（財政が硬直化）しています。引き続き、
事務経費の削減や町債の新規発行の抑制、町債の繰上償還
を実施し、類似団体と同水準となるよう改善に努めます。
※財政の硬直化・・・町独自の施策に使えるお金が少ない状態

経常収支比率の分析欄
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役場の組織体制の変更を
お知らせします

訪問看護ステーション 電話72-1781

米原美水（兼務）・上田哲也（兼務）・森山智博（兼務） 〈主な仕事〉訪問看護・訪問リハビリ

議会事務局 電話76-2190 ［事務局長］ 高木ゆかり 〈主な仕事〉議会運営・監査委員会の補助事務

総　務　課 電話76-2211 ［課長］ 那須忠巳

総 務 担 当 湯立美智恵・信藤　晃 〈主な仕事〉例規・庶務・秘書・行政改革

【新設】まちづくり推進課 電話76-2864 ［課長］ 藤原清伸 ［総括監］ 門脇貴子

【新設】こども未来推進室 ［室長］ 永井あけみ（兼務）

産業振興課 電話76-2214 ［課長］ 植田　勉（島根県からの派遣職員）  ［総括監］ 藤原一也  ［課長補佐］ 深石尚志（農業委員会事務局長兼務）

【新設】防災危機管理室 ［室長］ 長島淳二 ［課長補佐］関島哲郎 〈主な仕事〉消防防災・感染症対策

住　民　課 電話76-2213 ［課長］ 永井あけみ   ［課長補佐］ 田村　正（来島支所長兼務）   ［課長補佐］ 野津史昭

地域振興担当 安部亜裕子・三島啓太（教育委員会兼務）
伊藤きらり（島根県からの派遣職員）

〈主な仕事〉地域振興・ふるさと納税・飯南高校支援
　　　　　国道54号活性化対策・志津見ダム周辺地域活性化対策

定 住 担 当 大江基博（任期付職員）・面坪久美（任期付職員） 〈主な仕事〉定住対策・地域おこし協力隊・人材確保支援センター

農業振興担当 澤田和彦・田邉郁也・渡邉信太郎・岡田季樹・山本友梨子 〈主な仕事〉農業振興・特産園芸・果樹振興・畜産振興・有害鳥獣対策

林業振興担当 星野　崇 〈主な仕事〉林業振興

観光振興担当 石川　健 〈主な仕事〉観光振興・森林セラピー・地域情報発信・都市交流

商工・新産業振興担当 林　泰宏 〈主な仕事〉商工振興・新産業・企業誘致・観光農園・特産品販路拡大

企画・情報担当 三島光暁・吾郷紘平 〈主な仕事〉企画・総合振興計画・地方創生・過疎対策・広域行政・土地利用・広聴広報・統計

町民生活担当 渡邊典子・藤原さくら 〈主な仕事〉交通安全・環境衛生・戸籍・マイナンバー・国民年金
　　　　　地域交通・窓口事務・他庁舎業務の補完

行革・情報担当 山内孝之・景山瑛太 〈主な仕事〉選挙・情報・入札

財政担当（出納員兼務） 大谷剛史郎・小村美紗子 〈主な仕事〉予算・町債・基金・地方交付税

派 遣 職 員 渡邊博司（雲南市・飯南町事務組合）・吉井健司（雲南広域連合）・深石純生（島根県市町村課）
小林　亘（島根県後期高齢者医療広域連合）・石川　理（地域活性化センター）

税 務 担 当 熊谷かおり・安田健一・落合亮仁 〈主な仕事〉税務・国保料徴収・後期高齢者保険料徴収

子育て支援担当 前川由紀 〈主な仕事〉子育て支援・保育所

難波慎司 〈主な仕事〉窓口事務来 島 支 所
　電話76 - 2 3 9 3 　

派 遣 職 員
（社会福祉協議会）

桜ヶ台保育所 ［所長］景山直美・石田裕美 
赤名保育所　［所長］原　美佳・山根寛子・飯島恵美子
来島保育所　奥野陽子・岡田雅子・空岡悦子

出　納　室 電話76-2215 ［会計管理者］ 那須和博 〈主な仕事〉出納事務・決算・債券運用

町長 塚原 隆昭　　　副町長 奥田 弘樹　　　教育長 大谷 哲也

保健福祉課 電話72-1770 ［課長］ 小玉千恵  ［課長補佐］ 本間康浩

福 祉 担 当 立脇峰子・景山雄斗 〈主な仕事〉福祉の総合的事務・敬老事業・介護保険
　　　　　民生児童委員会・乳児こども医療・後期高齢者給付

地域包括ケア
推 進 担 当 ［事務局］小玉千恵（兼務）・本間康浩（兼務） 〈主な仕事〉医療対策・医療等従事者確保対策・保健医療介護福祉の

　　　　　連携・地域包括医療ケア推進

地域包括支援
セ ン タ ー 嘉田将典・田中多美 〈主な仕事〉高齢者の総合相談・介護予防・認知症予防

土 木 担 当
建　設　課 電話76-3942 ［課長］ 森山　篤  ［課長補佐］ 田村　剛

藤原将洋・景山貴文・景山慎也

上下水道担当 塚原　誠・岡田祐也・朝津直哉

〈主な仕事〉公共土木・農林土木・災害復旧・公営住宅

〈主な仕事〉水道・下水道・農業集落排水・合併処理浄化槽

頓原基幹支所 電話72-0311 ［基幹支所長］ 和田真一（志々支所長兼務）

町民生活・土地改良担当 山中律子・竹田佑子 〈主な仕事〉窓口事務・土地改良区

地籍調査担当 山田弘幸 〈主な仕事〉地籍調査

志 々 支 所
　電話73 - 0 0 0 1 　 三嶋一生 〈主な仕事〉窓口事務

教育委員会 電話76-3944 ［次長］ 石飛幹祐  ［課長補佐］ 田部宏幸

学校教育担当 奥野憲孝・田原理映
早川　潤（県教育委員会からの派遣職員） 〈主な仕事〉庶務・教育行政総括・学校教育事務・給食会

社会教育担当 小野祥寛・若槻慎也（県教育委員会からの派遣職員） 〈主な仕事〉社会教育・社会体育・人権教育・文化振興・文化財保護

福祉事務所 電話72-1773 ［所長］ 安部　農

福 祉 担 当 三島智恵・後長隆哉・烏田範昭・三宅一樹 〈主な仕事〉生活保護・障がい者（児）福祉・母子（寡婦）父子福祉
　　　　　子ども若者支援

保健・医療担当

〈主な仕事〉国保給付・住民健診

〈主な仕事〉子育て包括支援（妊娠期からの母子乳幼児期保健）、
　　　　　青年期、壮年期、高齢期保健・予防接種・食育、
　　　　　健康づくり・住民健康管理

森山雄三

山戸由紀・石飛悦子・田村素子 
安田香阿里・川本夕紀子・空岡　舞・石橋佐知子

飯南病院 電話72-0221　［院長］角田耕紀  ［副院長］ 三上隆浩　来島診療所 電話76-2309　【来島診療所長】 松本賢治

診 療 部

看 護 部

管 理 部

医療技術部

【診療部長】 竹田和希 吉村美咲・重栖友美恵・槇野貴文（県立中央病院から派遣)
文田昌平（県立中央病院から派遣)

田部裕子・古林恵美・奥野裕衣・田辺伶奈
森山智博・長岡嵩斉・安田一平・那須有美子・伊藤久実

加瀬部初恵・吉田育枝・上田哲也
松村治香（再任用職員）

三上大輔・和田泰裕

【看護部長】 大上千恵
【外来看護師長】 宍戸陽子
【病棟看護師長】 高橋香織

【事務長】高橋克裕

【医療技術部長】角田耕紀（兼務）
【医療技術部次長】大坂健一

【地域医療部長】 石橋奈美

〈主な仕事〉診療

〈主な仕事〉看護・診療介助

〈主な仕事〉薬剤・栄養・放射線・検査
　　　　　リハビリ・歯科衛生

〈主な仕事〉地域連携・健康管理

〈主な仕事〉庶務・会計・医事・施設管理

地域医療部

湯丹百合子（病棟主任）・三島由美（病棟主任）
内田亜紀（外来主任）・森口由美子（外来主任）・藤原真理子
市山雅史・米原美水・影山寛美・木村純子・三嶋圭子
明見葉子・景山友美・伊藤美亜・長岡恵美・坪倉千恵
舛田由里香・高橋綾子・熊谷美樹・岩見桃子・常松沙弥
平野　愛・宍戸由佳・山本奈那・渡邊洋子（再任用職員）

●（新）まちづくり推進課
各課の横断的な連携に取り組み、集落実態調査を基にし
た地域づくりの支援、高校魅力化など、総合振興計画後期
計画に掲げる重点課題を集約的に推進します。これからの
まちづくりの中心を担います。

●（新）こども未来推進室（住民課内室）
お子さんを安心して産み育てられる環境、出会いの創出に
特化して推進し、子どもの声が聞こえるまちを目指します。

●（新）防災危機管理室（総務課内室）
近年の激甚化するさまざまな災害や感染症に対応し、安心
安全なまちを目指します。

　７月１日付けで、役場の組織体制を見直しました。
総合振興計画後期計画に掲げる主要施策を強く推し
進めるため、核となる１課２室を新設（企画財政課・
地域振興課を廃止）。
　新たな組織体制、職員配置は次のとおりです。

【令和３年７月１日～】 組織体制・職員配置

【看護師長】
加瀬部初恵（兼務）



●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

◆志々地区は、令和２年度から「飯南町
みんなでつくる価値ある『いいなん暮ら
し』創生事業」に取り組んでいます。飯
南町総合振興計画の「志々地区への移
住者目標：２７．５人（５年間）」の達成に
向けて、独自に「移住者を受入れるため
の新しい支援制度」を作り、定住促進を
図っています。

◆コロナ禍で志々地区に帰省できな
かった人や、「地域の情報が知りたい」
などの要望があった人に対して、志々地
区の情報（地域の写真、公民館だよりな

ど）を今年度も発信することにし、５月に
69人に郵送しました。今後も継続的に
情報発信し、志々地区の魅力を感じても
らい、定住人口の増加につながればと
思います。

◆今年度、飯南高校生（生命地域ラボ）
とコラボし、志々地区八福神「乙女社」
の社再建に取り組むことにしました。高
校生と地区の皆さんの交流も兼ね、楽
しく協力しながら作り上げていきたいで
す。

志々地区集落支援員の桐原です！

住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

島根県立農林大学校林業科
森林のエキスパートをめざせ！

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　県では「木を伐って、使って、植えて、育てる」循環型林
業の確立を目指しています。近年、森林資源が利用期を
迎え、木材生産量が増加している一方、現場では担い手
が不足しており、人材の育成が急務となっています。
　中山間地域研究センター内の農林大学校林業科で
は、将来の林業を担う優れた技術者を養成するため、林
業に必要な資格の取得に取り組むと共に、植林から伐
採・利用までの実践を積み、林業の基本となる知識や技
術を習得していきます（令和３年度在校生 １年生16人・２
年生８人・早期養成コース６人）。
　地元で学び、地元での就職を考えている人は、林業科
への入学をご検討ください。
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まち のお も ち ゃ 箱

ま ち のお も ち ゃ 箱

気温が高い時期は特に注意！
食中毒予防の3原則

高校生と一緒に志々の歴史を振り返る

志々地区オリジナルの定住パンフレットも作成しました

松江市立病院
研修医２年　柳田俊一
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。
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。
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「
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習
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す
。素
敵
な
飯
南
病
院
の

皆
さ
ま
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

食中毒の原因菌やウイルスを食べ物につけないように、しっかり手
を洗う。手にはさまざまな雑菌が付着しています。

室温で放置せず、冷凍庫、冷蔵庫で保管する。冷蔵庫に入れても菌
は増殖するので、早めに食べることが大切です。※菌の多くは、10℃
以下で増殖スピードが遅くなり、‐15℃では活動がストップ

ふきんやまな板、包丁などの調理器具を洗剤でよく洗った後、熱湯
で殺菌する（７５℃で1分以上の加熱が目安）。ほとんどの細菌やウイ
ルスは加熱によって死滅します。※台所用殺菌剤の使用も効果的

令和４年度学生募集
●オープンキャンパスを開催
開催日：7月31日(土)　安来・松江・雲南・隠岐
8月 ７ 日(土)　出雲、8月21日(土)　大田・県央・浜田・益田
8月28日(土)　全県
※新型コロナ感染予防のため、高校所在地別に開催日を設けています。
時　間：10時～14時
場　所：島根県立農林大学校 飯南キャンパス
（参加無料・要事前申込み）
入学試験、オープンキャンパスの詳細は、下記までお問い合わせください。
■問合せ　県立農林大学校　電話0854-85-7012

令和４年度  学生募集 Shimane  Prefectural  College  for Agriculturre and Forestry

◆募集人員及び修業年限等

◆入学試験の区分等 
試験区分

学校長推薦入試

一般入試 前期
後期

R3年9月29日(水)～10月13日(水)

R4年1月 7 日(金)～ 1 月27日(木)
R4年2月25日(金)～ 3 月 9 日(水)

第１回：R3年9月29日(水)
　　　　　　　   ～10月13日(水)
第２回：R4年1月7日(金)
　　　　　　　   ～ 1 月27日(木)
第３回：R4年2月25日(金) 
　　　　　　　   ～ 3 月 9 日(水)

第１回
10月27日（水）
第２回
  2月15日（火）
第３回
  3月22日（火）

第1回
11月17日（水）
第2回
  2月24日（木）
第3回
  3月25日（金）

10月27日(水)

2月15日(火)
3月22日(火)

2月24日(木)
3月25日(金)

11月17日(水)

願書受付 試 験 日 合格発表

修業年限
２年

募集人員
20人

地域推薦入試 ※

試験場所 島根県立農林大学校 大田本校 （大田市波根町970-1）
※印 ： 農業再生協議会・林業認定事業体・流域林業活性化センターの推薦 

詳しくは農林大学校
ホームページから
学生募集要項・
学校要覧等をご覧ください 農林大学校入試情報

いざ来たれ！ 森林・林業の未来を切り拓く挑戦者たち

オープンキャンパスで待ってます！

手と調理器具はいつも清潔に

「そうめん」「冷や奴」などにトッピング

原
因
菌・ウ
イ
ル
ス
を
…

●抗菌作用のある食材の“ちょい足し”もおすすめ
・みょうが、しそ、わさび…食あたりを防ぐ薬草でもあり、加熱しない方が効果的
・酢、梅干し…防腐・抗菌効果があり、食べ物を傷みにくくする効果があります

①つけない

②増やさない

③やっつける



（有）ホリエ　72-0102

農林業機械の修理、販売
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル

（福）友愛会　72-0214

介護職員（愛寿園・琴引の里）  
18歳～59歳以下、普通自動車運転免許 3人フル

(株)あゆみ　72-9373

介護職員（あゆみの杜）  
普通自動車運転免許、パソコン基本操作 2人パート

中国化成工業(株)　本社工場　76-2258

マシンオペレーター（加工事業）  
59歳以下 1人フル

（有）中山板金　76-2616

建築板金工（補助）  
59歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人フル

有限会社　槇原商事　72-0321

電気・ガス・水道工事・リフォーム作業員  
40歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人フル

特定非営利活動法人 　あかぎ福祉会（まんてんの家）　76-9330

介護職（正職員以外）
64歳以下、介護職員初任者研修修了者、ホームヘルパー２級、普通自動車運転免許 2人フル

（株）Aコープ西日本Ａコープエルシィー店　72-1221

商品づくりまたは補充・レジ等 2人パート
三刀屋金属株式会社　45-2931

プレス作業または溶接作業 2人フル

島根県農業協同組合　雲南地区本部　42-9000

肥育牛・繁殖牛の飼養管理（畜産総合センター） 1人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープきじま店　76-2319

店舗業務（青果・鮮魚・食料品等の商品作り、品出し、レジ等） 3人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープあかな店　76-2319

店舗業務（青果・食料品等の商品づくり、品出し、レジ等） 3人パート

飯石森林組合　62-1520

ザ・モリト（森林整備従事者）
50歳以下、普通自動車運転免許 3人フル

職員総合職
普通自動車運転免許(AT限定不可)、パソコン基本操作 2人フル

森島建設　(株)　76-2246

土木施工管理技士・補助
64歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可) 2人フル

土木作業員・重機オペレーター
64歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可) 2人フル

松田建設　株式会社　76-2361

重機オペレーター
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル

一般土木作業員
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル

（株）後藤建設　72-0103

土木施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

建築施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

現場技術員（未経験者歓迎）
普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

1人フル

土木・建築工事の管理見習い（施工管理技術者候補）
普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可） 1人フル

1人フル

1人フル

奥出雲ファーム(有)　76-3138

養豚場作業員
64歳以下、普通自動車運転免許 1人フル

養豚場作業員
普通自動車運転免許 1人パート

企業警備保障(株)三次事務所　090-8559-5962

警備社員（一般道路及び高速道路）
普通自動車運転免許

2人フル

2人パート

1213

飯南町無料職業紹介所   電話76-2864
（役場まちづくり推進課内）

求 人

情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、家
族
と
一

緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、養
育
す
る
人

を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。里
親
に
は
、長

期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、週
末
や
長
期
休

暇
中
の
受
け
入
れ
な
ど
、短
期
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、特
別
な
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
へ
の
理
解

が
あ
り
、愛
情
と
熱
意
を
持
っ
て
養
育
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。ま

ず
は
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
在
島
根
県
で
は
、自
分
の
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
約
１
８
０
人

い
て
、そ
の
う
ち
約
40
人
が
里
親
の
元
で

生
活
し
て
い
ま
す
。県
内
の
里
親
登
録
数

は
約
１
３
０
世
帯
で
す
が
、多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
届
け
る
た

め
に
は
、決
し
て
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、里
親
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、さ
ら
に
多
く
の
人
の
協
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

出
雲
地
区
里
親
会

電
話
０
８
５
３・２
１・０
０
０
７

子
ど
も
た
ち
に
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

●
受
験
資
格
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
、高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
、令
和
４
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人
等

●
受
付
期
間

７
月
20
日（
火
）〜
７
月
29
日（
木
）

●
一
次
試
験
　
９
月
26
日（
日
）

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

●
受
験
資
格
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
、高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
、令
和
４
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人
等

●
受
付
期
間

８
月
26
日（
木
）〜
９
月
６
日（
月
）

●
一
次
試
験

10
月
30
日（
土
）〜
31
日（
日
）

※
詳
細
は
、人
事
院
か
海
上
保
安
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
０
８
５
５・２
７・０
７
７
０

海
上
保
安
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
｟陸
上
・海
上
・航
空
｠

●
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
人（
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
）

●
試
験
種
目
　
筆
記
試
験・適
性
検
査・

口
述
試
験・身
体
検
査・経
歴
評
定

●
試
験
日
・会
場

（
筆
記
試
験・適
性
検
査
）９
月
17
日（
金
）

〜
19
日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

松
江
地
方
合
同
庁
舎・出
雲
市
内・浜
田
市
内

（
口
述
試
験・身
体
検
査
）９
月
24
日（
金
）

〜
26
日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

●
応
募
期
間
　
９
月
15
日（
水
）ま
で

一
般
曹
候
補
生
｟陸
上
・海
上
・航
空
｠

●
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
人（
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
）

●
試
験
種
目
　
筆
記
試
験・適
性
検
査

●
試
験
日
・
会
場
　
９
月
17
日（
金
）〜
19

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

松
江
地
方
合
同
庁
舎・出
雲
市
内・浜
田

市
内

●
応
募
期
間
　
９
月
６
日（
月
）ま
で

※
試
験
日
、会
場
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

電
話
０
８
５
２・２
１・０
０
１
５

自
衛
官
募
集

●
対
象
　
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成

16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、 

採
用

後
、雲
南
市
、奥
出
雲
町
、飯
南
町
に
居

住
で
き
る
人

●
試
験
日
　（一次
試
験
）９
月
19
日（
日
）

（
二
次
試
験
）10
月
24
日（
日
）

●
申
込
期
限
　
８
月
20
日（
金
）

●
申
込
方
法
　
持
参（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
）、郵
送（
８
月
20
日（
金
）消

印
有
効
）

受
験
手
続
き
等
の
詳
細
は
、直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

雲
南
消
防
本
部
 
消
防
総
務
課

電
話
０
８
５
４・４
０・０
１
２
９

消
防
職
員
募
集

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
億
円

（
１
等
５
億
円
、前
後
賞
各
１
億
円
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

５
千
万
円

（
１
等
３
千
万
円
、前
後
賞
各
１
千
万
円
）

●
発
売
期
間

８
月
13
日（
金
）ま
で

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、各
県
ご
と

の
販
売
実
績
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
、市

町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。 サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売
中

　
例
年
、夏
に
は
海
で
の
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
遊
泳

・小
さ
な
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ

な
い

・立
入
禁
止
区
域
や
離
岸
流
の
危
険
が
あ

る
場
所
で
泳
が
な
い

・飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な
い

●
釣
り

・あ
ら
か
じ
め
家
族
、友
人
に
、行
先
と
帰

宅
時
間
を
連
絡
し
て
お
く

・ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

・携
帯
電
話
を
防
水
パッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

て
行
く

・立
入
禁
止
区
域
で
行
わ
な
い

●
小
型
船
舶

・出
発
前
に
、機
関
の
点
検
や
残
燃
料
を

確
認
す
る

・
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
い
、ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

・携
帯
電
話
を
防
水
パッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

て
行
く

■
問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

電
話
０
８
５
５・２
７・０
７
７
２

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に詳細はこちらから



図書館探検
楽し

さいっぱい!

飯南町立図書館

●
宿
題
お
助
け
コ
ー
ナ
ー

　
課
題
図
書
や
自
由
研
究
の
本
を
展

示
。図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
感
想
文

書
き
方
メ
モ
」も
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
期
間
限
定
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　
貸
出
冊
数
や
企
画
に
参
加
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う
。全
て
の
ポ

イ
ン
ト
を
貯
め
た
人
に
は
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

●
館
内
周
遊
型
企
画

　「ぶ
っ
く
ん
を
探
せ
！
」  

　
館
内
に
隠
れ
て
い
る
７
匹
の
ぶ
っ

く
ん
を
全
て
見
つ
け
て
、カ
ー
ド
の
ポ

イ
ン
ト
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
。

●
お
助
け
ガ
チ
ャ
ポ
ン

　
本
選
び
に
迷
っ
た
時
は
、ガ
チ
ャ
ポ

ン
を
回
し
て
み
よ
う（
対
象
：
小
学
生

ま
で
）。

●
こ
ど
も
工
作
教
室

　「カ
ー
ド
ケ
ー
ス
づ
く
り
」

対
象
：
小
学
3
年
生
以
上（
各
館
先
着

10
人
）

中
央
図
書
館

日
時
　
8
月
16
日（
月
）11
時
〜

頓
原
図
書
館

日
時
　
8
月
17
日（
火
）11
時
〜

※
参
加
無
料
、要
申
込
み（
各
図
書
館
）

●
手
作
り
し
め
縄
体
験
会

日
時
　
８
月
１
日（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場
　
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
壁
掛
け
、机
上
置
き
の
し
め

飾
り
を
作
り
ま
す（
要
材
料
費
）。

※
先
着
15
人
、要
申
込
み（
中
央
図

書
館
）

中央図書館　76-2160

頓原図書館　72-0301

　
町
内
の
と
あ
る
森
の
中
で
、ヒ
メ
ボ
タ

ル
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
に
出
会
え
ま
し
た
。

　
徐
々
に
暗
く
な
る
森
の
中
に
い
る
の

は
、「
と
て
も
怖
か
っ
た
」と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
。そ
ん
な
私
を
感
動
さ
せ
て

く
れ
た
の
は
ホ
タ
ル
の
光
で
し
た
。

※
点
の
光
が
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、線
の
光
が
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

赤来中1年　倉橋　瑞季さん
　家族名　倉橋　直之さん

ささってる
　　 釘より痛い
　　　　　　 その言葉

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

みず  き

なお ゆき

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局

1415

夏
本
番
！
涼
や
か
な
森
の
中
へ

　
今
年
は
例
年
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
早
い
梅
雨

入
り
と
な
り
、飯
南
町
で
も
た
く
さ
ん
の
雨
が

降
り
ま
し
た
ね
。森
に
と
っ
て
は
恵
み
の
雨
。

草
木
の
緑
も一層
美
し
く
、濃
く
な
っ
て
い
る

飯
南
町
ふ
る
さ
と
の
森
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
は
、

コ
ー
ス
全
体
で
川
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。川
の

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
は「
１
／
ｆ（
ｆ
分
の
１
）の

揺
ら
ぎ
」が
あ
り
ま
す
。「
１
／
ｆ
の
揺
ら
ぎ
」

と
は
、一
定
の
様
で
い
て
、実
は
予
測
で
き
な
い

不
規
則
な
ゆ
ら
ぎ
。身
近
な
も
の
だ
と
、私
た

ち
の
心
臓
の
拍
動
、自
然
界
で
は
雨
音
や
蛍
の

明
滅
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ま
た
、一部
の

歌
手
の
歌
声
に
も「
１
／
ｆ
の
揺
ら
ぎ
」が
あ

る
そ
う
で
す
。人
間
の
身
体
は
、五
感
を
通
し

て
外
界
か
ら「
１
／
ｆ
の
揺
ら
ぎ
」を
感
知
す

る
と
、生
体
リ
ズ
ム
と
共
鳴
し
、自
律
神
経
が

整
え
ら
れ
、精
神
が
安
定
し
、活
力
が
湧
く
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
本
番
を
迎
え
る
飯
南
町
ふ
る
さ
と
の
森

は
、適
度
な
木
漏
れ
日
と
小
川
の
効
果
で
、比

較
的
に
風
通
し
も
良
く
、涼
し
く
快
適
で
す
。

ぜ
ひ「
１
／
ｆ
の
揺
ら
ぎ
」に
包
ま
れ
る
森
を

散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

7
月
21
日
〜
8
月
23
日（
両
図
書
館
）

「
夏
休
み
企
画
」

星
野
　
敦
子

門
所
　
詠
子

吉
川
　
暎
子

澤
田
　
勝
登

澤
田
久
美
子

本
間
　
麗
子

清
原
　
豊
明

烏
田
　
勝
信

石
田
フ
ク
エ

短

　歌

　
　赤
名
短
歌
会  

六
月
例
会
詠
草

ラ
ジ
オ
よ
り
昭
和
懐
か
し
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
草
を
引
き
つつ
時
を
行
き
来
す

命
日
に
笹
百
合
供
え
和
み
お
り
あ
い
づ
ち
感
じ
母
と
会
話
す

い
く
と
せ
も
サ
サ
ユ
リ
守
り
し
そ
の
人
の
花
に
寄
り
そ
ふ
笑
顔
尊
し

わ
け
あ
り
て
社
協
の
お
弁
当
戴
き
て
手
作
り
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィア
に
感
謝

書
き
さ
し
て
卓
に
忘
れ
し
便
箋
の
ブ
ル
ー
の
文
字
を
風
が
繰
り
ゆ
く

老
い
て
な
お
健
康
に
過
ぐ
日
日
に
し
て
あ
と
如
何
程
の
こ
の
平
穏
か

防
除
す
る
田
に
照
り
返
る
光
あ
り
我
は
まっ
白
き
雲
を
仰
ぎ
ぬ

マ
ス
ク
顔
の
一つ
と
ば
し
の
保
護
者
席
ア
タッ
ク
決
ま
れ
ば
熱
気
沸
き
立
つ

筍
の
一
枚
い
ち
ま
い
皮
を
脱
ぐ
青
い
時
間
が
空
へと
伸
び
る

俳

　句

　琴
峯
華
句
会  

六
月
の
作
品
か
ら

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
対
角
線
に
切
っ
て
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
豊
枝

四
方
す
べ
て
青
葉
で
あ
り
し
峡
住
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
シ
ヅ
カ

ま
だ
見
ゆ
る
夏
帽
だ
け
の
影
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
内
　
良
野

や
わ
ら
か
く
目
に
沁
み
入
り
ぬ
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
部
智
津
子

深
呼
吸
青
葉
す
べ
て
を
吸
ふ
や
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
池
　
博
子

よ
　
　
も

葉
桜
と
な
り
て
知
り
た
る
木
の
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杤
木
　
豊
子

竹
林
は
いつ
も
ト
レ
モ
ロ
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
富
美
子

オ
ー
ガ
ニッ
ク
の
夏
服
海
の
橋
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
敏
江

母
作
る
畝
は
ま
つ
す
ぐ
梅
雨
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
碕
智
恵
美

水
迎
ゆ
沢
蟹
の
石
動
か
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
昭
男

か
た
ち

（
下
来
島
）

（
川
　
西
）

（
下
来
島
）

（
下
来
島
）

お
名
前

親
族

地
区

（88）（87）（92）（87）
正
　
広

マ
サ
キ

　
耕

大
　
栄

小
村 

　
　
悦
子 

様

那
須 

穗
志
輝 

様

梶
原 

百
合
子 

様

吉
川 

　
　
幸
男 

様

　
　
　
　
　
　

 

6
月
届
出
分

板
持
　 

　
咲
菜 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

 

6
月
届
出
分

寿
　
弥（
下
赤
名
）

新
生
児

届
出
人

地
区

え
　 

な

（20秒露光、6枚重ね）
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さ
な
田
舎
か
ら
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生
命
地
域
」宣
言

ま
ち
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21

28
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8

2 3 41

15

22
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収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

2021.8

18日（水）

23日（月）

25日（水）

24日（火）

16日（月）

18日（水）

17日（火）

10日（火）

12日（木）

11日（水）

2日（月）

4日（水）

3日（火）

頓　原

25日（水）赤　来

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（木）　 18日（水）

21日（土）　 24日（火）

　7日（土）　 10日（火）

●4,688人（前月比0人）  ●男性2,202人  ●女性2,486人  ●世帯数2,052戸　R3.7.1 現在

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

PTA親子活動
（頓原中3年）

成人式
（来島交流センター）
しまね家庭の日

こども工作教室
「カードケース作り」
 （中央図書館）
11：00～12：00
※先着10人

こども工作教室
「カードケース作り」
 （頓原図書館）
11：00～12：00
※先着10人

はぴこ無料結婚
相談会
（役場本庁舎）18：00～
※予約制

PTA奉仕作業
（志々小、赤名小、来島小）

飯南高校鵬雲祭
〈～28日〉
到達度テスト
（頓原中1年）

出校日・
到達度テスト
〈～24日〉（頓原中3年）

小学校始業式

頓原中吹奏楽部
サマーコンサート
（みせん）
赤来中吹奏楽部
サマーコンサート
（来島交流センター）

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
（食講座【大人】）
10：00～13：00

乳児健診
（保健福祉センター）

少年の主張郡大会
（頓原中）
町県民税納期限
国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

来島地区一斉ラジオ体操
（来島交流センター）
壁掛けor机置きしめ飾り
体験会（中央図書館）
13：30～15：30※材料実費
PTA親子活動
（頓原中1年）

とんばら一斉ラジオ体操
（交流センターとんばら）

山の日 振替休日

固定資産税納期限
国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

中学校始業式
ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30
こころの健康相談日
（保健福祉センター）
※完全予約制

ローカルジャーナリスト養成講座
（役場本庁舎）13：00～16：00
0歳からの音楽コンサート
（来島交流センター）
13：00～15：00
秋季軟野連雲南・
飯南予選大会
〈～22日〉（頓原球場）


